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2019 年度 第 2回町田市自殺対策推進協議会 会議録要旨 

 

1 日時 2019 年 9 月 26 日(木) 14 時 00 分～15 時 30 分 

 

2 場所 町田市庁舎 2階 2-1 会議室 

 

3 出席者 

 秋法律事務所弁護士 秋山一弘委員、北里大学医学部精神科学講師 新井久

稔委員、特定非営利活動法人全国自死遺族総合支援センターセンター会員弁

護士 川合きり恵委員、特定非営利活動法人東京多摩いのちの電話副理事長 

早借洋一委員(職務代理)、八王子労働基準監督署町田支署監督・安衛課長 風

祭惠一委員、警視庁町田警察署 田中氏（生活安全課長守重正俊委員代理）、

警視庁南大沢警察署生活安全課課長代理 比嘉健二委員、町田消防署警防課

長 伊藤聖悦委員、一般社団法人町田市医師会理事 中川種栄委員(会長)、

公益社団法人東京都町田市歯科医師会副会長 音琴三郎委員、一般社団法人

町田市薬剤師会理事 安岡史紀委員、社会福祉法人町田市社会福祉協議会次

長 叶内昌志委員、町田商工会議所 林氏（総務部部長八木満委員代理）、町

田市町内会自治会連合会副会長 大川原久委員、町田市公立小学校長会町田

市立つくし野小学校長 佐々木研一委員、町田市公立中学校長会町田市立南

大谷中学校長 橋本雅彦委員 

 

事務局 田中健康推進課長、古川健康推進課担当課長、健康推進課職員 2名 

 

4 資料 

【資料１-１】２０１９年度町田市自殺対策計画スケジュール 

【資料１-２】地域ネットワーク向けゲートキーパー養成講座データ 

【資料１-３】市民向けゲートキーパー養成講座データ 

【資料１-４】総合相談会データ 

【資料１-５】グーグル検索対応事業データ 

【資料１-６】みんなの健康だより７月号１面 

【資料１-７】１２月・３月開催のゲートキーパー養成講座チラシ 

【資料１-８】わかちあいの会『まちだ』ゆっくりカフェチラシ 

【資料２】２０１９年１月から６月までの町田市の自殺に関するデータ 

【資料３】標語等事業のデザイン一覧 

【資料４-１】町田市自殺対策計画５ヶ年スケジュール【主な取組】 

【資料４-２】町田市自殺対策計画５ヶ年スケジュール【関連事業(地域)】 
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【資料４-３】町田市自殺対策計画５ヶ年スケジュール【関連事業(町田市)】 

【参考資料】２０１９年度町田市自殺対策推進協議会委員一覧 

【参考資料】ゲートキーパー手帳・悩みの相談先一覧 

【当日配布資料】座席表 

【当日配布資料】２０１９年度町田市自殺対策計画スケジュール 

【資料１－１差替え】 

【当日配布資料】標語等事業のデザイン一覧【資料３ １～２ページ差替え】 

【当日配布資料】町田市自殺対策計画５ヶ年スケジュール【関連事業(町田市)】 

                         【資料４－３差替え】 

 

5 議事要約 

（1）開会 

事務局から開会が宣言された。 

 

（2）報告事項 

① 事務局から「町田市自殺対策計画の主な取り組みについて」報告があった。 

 

（質疑） 

会長：ゲートキーパー養成講座受講後に、事例を共有できるような場を設ける

ことについて検討してはどうか。 

事務局：検討していきたい。 

委員：１０代でもゲートキーパーになれるのか。 

事務局：年齢制限はなく、誰でもなることができる。 

委員：ゲートキーパー養成講座（市民向け）は、１０代には参加が難しい時間

帯に講座を開催しているので、参加しにくいのではないか。 

事務局：（若年層が）参加しやすい時間帯を検討していきたい。 

委員：総合相談会について、アフターフォローは出来ているのか。 

事務局：関係機関に繋いでいくことなどを行っている。 

委員：総合相談会の相談人数が、傾向として３月より９月が少ない理由はある

か。 

事務局：自殺者数の統計を見ても３月より９月の方が少なく、悩みを抱える時 

期が関係しているかもしれない。 

 

② 事務局から「２０１９年１月から６月までの町田市の自殺に関するデータ

について」報告があった。 
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（3）協議事項 

事務局から「２０１９年度啓発標語等事業デザインについて」報告があった。 

 

（主な質疑、意見） 

委員：これまで作成したクリアファイルは、どのような反響があるか。 

事務局：すべて配布することが出来ている。特に、若者を中心に手にとってい 

   ただいている。 

 委員：デザインについて、タイトルが小さいとわかりにくい。 

 委員：生きることを強調されると、逆に追い詰められる印象がある。 

 委員：スマートフォン世代だけではない、幅広い世代にわかりやすいものが

よい。 

 委員：デザインの背景色が白だと、広告として目立たない。 

 委員：QR コードがはっきりしている方が、支える側が手に取ったときにわか

りやすい。 

 委員：デザインしてくれた学生の皆さんに感謝の気持ちを伝えたい。 

→委員の意見をまとめたうえで、後日市長が市長賞を選考した。 

 

（4）情報交換 

町田市自殺対策計画関連事業に関する取組状況について、委員間で情報交換

を行った。 

 

委員：地域連携を強めていきたい。  

委員：１０代、２０代の自殺が増えてきていると感じる。親子関係への介入の 

難しさがある。 

委員：自死遺族わかちあいの会が、町田市で続いている。 

委員：長時間労働、ハラスメント対策に取り組んでいるが、長時間労働は、働 

き方改革により減少傾向である。ハラスメントは、上司側が気付かない

ケースがある。 

委員：１１０番通報は、町田エリアが新宿エリアに次いで第２位である。ほぼ 

毎日、自殺に関する１１０番がある。６０代以上の６０～７０%が自殺

で亡くなっている。 

委員：事前対策、事後対策を関係機関と連携して行っていきたい。 

委員：平成３０年度の町田市における自殺行為は、８９名というデータがある。 

東京都全体だと女性の方が多く、２９歳が最も多い。７０歳から７９歳

はそれほどでもない。手法は①薬物②刃物③首つりで、場所については

自宅が最も多い。支える側の心のケアも必要で、PTSD になる人もいる。 
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委員：虐待に関する研修会を行っている。ネグレクトとみられる家庭では、歯 

   の治療がされておらず、歯垢が多いケースがある。 

委員：今年度は健康づくりフェアにおいて、おくすり相談を実施する。 

委員：子どもたちからのネット相談に係わっている。「ここナビ」の最近の特 

 徴として、性と身体、自分自身の事が多い。 

委員：ストレスチェックセミナー、健康経営セミナーを実施している。事業 

   者の心と体のケアが必要なケースがある。 

委員：中高生とのワークショップを通じて、地域で意見交換を行う取り組み 

を始めている。 

委員：学校での心のアンケート、面談、相談者と関係機関が連携した取り組 

みを行っている。SOS の出し方教育にも取り組んでいる。 

委員：スクールカウンセラーを通じて、子どもたちの悩みを聞くケースがある。 

ゲートキーパー研修についても、初任者の先生、管理職の先生それぞれ 

に対して行っている。 

委員：医療連携の確認が必要である。新しい会員にも周知していく。 

委員：相談電話の連絡先を広く知っていただくために、池袋駅の踏切に看板 

   を設置するなどの広報を行っている。 

 

（5）閉会 

委員の任期が９月末までであることと、新委員の任期が２０１９年１０月１

日から２０２２年３月３１日の２年半になることを事務局から説明した。 

 

事務局から、閉会が宣言された。 

 


